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熟慮の末市長運営方針を決断
市長は 12 月 21 日、医師不足により従来通りの運営
が困難な国保坂下病院について、市の将来に向けてよ
り充実した医療体制を維持するため、以下の方針を発
表しました。
入院機能のうち療養病床は残し、急性期と回復期病
床は市民病院に集約する。
外来機能は医師確保が可能な診療科を残す。
坂下老人保健施設を坂下病院に移設する。
以上 2 年後を目途に実施する。
市民からの陳情やご意見、公立病院地域協議会の提
言、市議会の病院・医療等対策特別委員会での議論を
踏まえたもので、引き続き医師の確保に全力を尽くし、
市民病院と共に収支均衡を目指すとしました。

国保坂下病院に療養病棟を残し、急性期及び回復期病床を市民病院に集約
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市民と議会の対話集会を開催しました

空家対策関係
▶馬籠峠地区の人口減対策と空き家対策が必要だ。中山道筋で歴史的な家屋など
放置されている。
▶二人の若者から馬籠の空き家に住居希望があり、所有者と交渉したが仏壇が有
ることを理由に断られた、どうしたら良いか。
▶空き家が多くなっている。定住促進対策として良い考えはないか。

まちづくり関係
▶地域づくりの担当職員の増員など、行政が力を入れ
てほしい。
▶以前は区に200万円程の助成金があった。視察など
のため助成金を要望したい。
▶福岡公民館同様、苗木公民館の運営をまち協が指定
管理で受けることについてどのように思いますか。

議会関係
▶若い世代が議員になれるよう、報酬額を上げるべきではないか。夜間の議会開
催による会社勤めとの両立方法なども検討する必要があるのではないか。
▶政務活動費は議員の資質を上げるためのもの。まちづくりでこんなことをやっ
たらどうかなど、提案してほしい。

対話集会アンケートにお答えいただいた主なご意見
▶質問・要望が多岐に渡っている、焦点を絞ってはどうか。
▶時間を延長し、もう少し内容を濃くした方がよい。
▶市議会への要望・意見や提案がもっと出されると良かった。
▶今後、医療・福祉などの重要課題について取り組んでもらいたい。
▶議員の意見が聞け、今までより良かった。
▶年に２回くらいの実施を望む。　
▶出席者から子どもに対する質問がなかったのが残念でした。
▶種々の意見をまとめ、議員提案できるように努力してほしい。
▶夜間開催にこだわらず、若い人や女性もたくさん
　参加でき、市政の事に関心を持てるような企画が
　できれば良いと感じた。
▶年2回開催し、更に参加者の意見が出やすいムード
　づくりを進めてほしい。

11月8日 加子母会場

11月9日 川上会場
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舞台峠テニスコート

指定管理者の指定
（全会一致）

　利用者の利便性の向上と施設の活性化を図るため、
指定管理するものです。

                  施 設 名
中津川市舞台峠テニスコート
加子母Ｂ＆Ｇ海洋センター
中津川市福岡公民館
中津川市福岡ふれあい文化センター
常盤座

        指 定 先
特定非営利活動法人
 わくわくプラザ

ふくおかまちづくり
協議会

１袋販売額（手数料）
家庭系可燃（大袋）
　　  〃　　（中袋）
        〃　　（小袋）
家庭系不燃（大袋）
        〃　　（中袋）
        〃　　（小袋）
処理費用負担額
家庭系大型ごみ
（持込・収集）
事業系廃棄物

改正前
17.33 円
13.00 円
10.40 円
26.00 円
21.67 円
17.33 円
改正前

0円
90円 /10kg

改正後 ( 手数料 )
45 円
30円
18円
45円
30円
18円

改正後 (手数料 )

100円 /10kg　500円 /個
100 円 /10kg

〈可燃・不燃・大型ごみ等の処理手数料〉

区　　　　分
家庭系大型ごみ（持込・収集）・事業系廃棄物（大型ごみ）
家庭系可燃ごみ・家庭系不燃ごみ・事業系廃棄物（大型ごみ除く。）

改正時期
平成 29年 4月 1日
平成 29年 8月 1日

〈改正時期〉

地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書
　我が国の将来にとって地方創生が重要な政治課題となり、その実現のために責任を有する地方
議会の役割は大きく、地方議会議員は住民の意向をくみとり、執行機関の監視や政策提言を的確
に行うべく、より一層の努力が求められている。
　また、地方議会議員は、議会活動の他にも様々な議員活動を行なっており、近年においては専
業化の傾向もあるが、統一地方選挙の結果を見ると、投票率が低下傾向にあるとともに無投票当
選者の割合が高くなるなど、住民の関心の低さや地方議会議員のなり手不足が深刻な問題となっ
ている。
　よって、国民の幅広い層からの政治参加や地方議会における人材確保の観点から、地方議会議
員の厚生年金加入のための法整備を早急に実現するよう強く要望する。
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
平成28年12月22日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　津　川　市　議　会

（全会一致可決）

中津川市廃棄物の処理及び清掃に関する条例及び中津川市手数料条例の一部改正
（賛成多数）

　中津川市の区域内における廃棄物を処理する際の手数料を定めるため、家庭から排出されるごみ
（可燃・不燃・大型ごみ）の処理手数料を新たに定め、事業系一般廃棄物及び産業廃棄物の処理手数
料を改正するものです。（下表参照）
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中津川市の地域医療の充実に関する請願
（１）請願の要旨
　平成27年３月に策定された「第２次中津川市地域保健医療計画」に基づいて
　①中津川市民病院、国民健康保険坂下病院の医師をはじめとした医療スタッフを確保すること
　②国民健康保険坂下病院の病院機能を存続すること
　③地域医療を充実し、保健・福祉・医療を一体化した地域包括ケアシステムを早期に構築すること

（２）請願の理由
　①今年９月に市民にむけて行われた病院事業地域説明会において、中津川市公立病院機能検討委
員会が答申した地域医療構想、新公立病院改革プランに基づいて、国民健康保険坂下病院の診
療所化が案として示され、多くの市民から同病院の病院機能の存続を求める署名が提出されま
した。シミュレーションからは、深刻な医師不足と経営の悪化により維持していくことが困難
であり、病床をなくして診療所として存続させていくことがベストの選択であるとプランでは
示されていますが、中津川市民病院のケースと比べて、市が国民健康保険坂下病院の医師確保
のために尽力した姿勢は感じられませんでした（市民病院の場合は１００回、国民健康保険坂
下病院の場合は１５回）。また病床数を減らす根拠も、看護師不足のため閉鎖している病床を
「不要病床」として計算していることも矛盾があります。経営の悪化の大きな要因は、医師及
び看護師を含めた医療スタッフの不足にあると、署名した市民の多くは理解しています。平成
２７年３月に策定された「第２次中津川市地域保健医療計画」にありますように今まで以上に
医師及び看護師を含めた医療スタッフの確保への努力をお願いします。

　②国民健康保険坂下病院の存続に署名した多くの市民の思いは、診療所化ではなく、緊急の場合
に入院を受け止めてくれる病院機能の存続です。今後団塊の世代が後期高齢者となる２０２５
年には、今まで以上に入院病床が必要となるというシミュレーションも出ています。特に後期
高齢者にとって療養病床の必要性はいうまでもありません。中津川市においてもそれは例外で
はないはずです。現在でも看護師不足のために閉鎖されている病棟を機能させれば、経営も改
善できるはずです。また、病院機能があるということは、災害時も含め多くの市民にとってこ
の上ない安心感を与えてくれます。多少の赤字があろうとも、国民健康保険坂下病院の病院機
能を存続することを望みます。

　③少子高齢化社会が始まっているといわれている今日、今まで以上に健康寿命の延伸が求められ
ています。そのためには健康を維持し、病気の予防をはかる保健事業の充実が必要であり、病
気に陥った場合も早期に対応できる医療が必要であり、運悪く心身に障害を負った場合にその
支援を行う福祉制度の充実が求められています。これら保健、医療、福祉を一体のものとし
て、市民一人一人に光を当てる制度、地域包括ケアを充実させていくことを市民は希望してい
ます。中津川市においてはすでに坂下地域において、国民健康保険坂下病院を中心とした地域
包括ケアを目指した動きがありました。が、合併によって国民健康保険坂下病院の体制が大き
く変わり、職員の意識も変わってしまったため、それらの動きは大きく後退しています。国民
健康保険坂下病院と市民病院はもともとめざすもの、立ち位置が違っており、それをただちに
一体化して運営していくことこそ無理があると考えます。現実には国民健康保険坂下病院で
は、「本当に患者の身になった対応をしてくれる。」といった病院利用者の言葉にあるよう
に、その地域包括ケアをめざした気運がまだ残っていると考えられます。その気運をこの機会
にさらに充実させ、地域包括ケアシステムを市全域に構築し、８万人のヘルスアップをうたう
中津川市にふさわしい体制を早期に整えてください。

（賛成少数不採択）

文
教
民
生

委
員
会
意
見

【反対意見】
　・請願趣旨は理解できるが、医師確保について市はしっかりと取り組んでいる。内容の全体が坂
下病院に特化している。市の医療を守るためには坂下病院だけでなく、市民病院を含めて地域医
療がどのように進められるかが問題、市民病院も危機的状況がいつ来るかわからない。この請願
書は、坂下病院を前提にした内容なので不採択。
【賛成意見】
　・個人的にはシナリオ４、坂下病院を何とか継続していく、言葉は悪いが、切って捨てることは
地域の皆さんに無理が生じる。地域医療の再構築として開業医の協力もいただきながら地域を大
切にする医療を目指していただきたい。



議会だより　⑧　なかつがわ

賛否の分かれた議案の議決結果
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長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
欠
　
席

○ ○

× × 可 

決

議 

長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
欠
　
席

○ ○ ○

× 可 

決

議 

長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
欠
　
席

○ ○

× × 可 

決

議 

長○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
欠
　
席

○ ○ ○

× 可 

決

中津川市行政手続における
特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法
律に基づく個人番号の利用
及び特定個人情報の提供に
関する条例の一部改正

中津川市職員の給与に関す
る条例等の一部改正

中津川市廃棄物の処理及び
清掃に関する条例及び中津
川市手数料条例の一部改正

平成28年度中津川市一般
会計補正予算(第9号)

中津川市の地域医療の充実
に関する請願

議会提出予定議案が本会議開催日前に掲載されます
市議会カレンダーも掲載しています

中津川市議会 Nakatsugawa City Council中津川市議会 Nakatsugawa City Council
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平成 28 年度　12 月補正予算の概要
　　① 当初予算編成後の人事異動及び人事院勧告等による人件費の補正
　　② 国の第２次補正予算を含む国県補助金等を活用する事業
　　③ 寄附金を財源とする事業
　　④ 緊急対応が必要な事業

■補正を行う会計
●一般会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,742,102千円
●特別会計
・国民健康保険事業会計（事業勘定）　　　　　　　　△5,363千円
・国民健康保険事業会計（直営診療施設勘定）　　　　△1,155千円
・下水道事業会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　12,887千円
・簡易水道事業会計　　　　　　　　　　　　　　　　　2,386千円
・農業集落排水事業会計　　　　　　　　　　　　　　　4,550千円
・特定環境保全公共下水道事業会計　　　　　　　　　　27,876千円
・介護保険事業会計　　　　　　　　　　　　　　　　　7,163千円

● 企業会計
・水道事業会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　△15,248千円
・病院事業会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　147,580千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合 計 1,922,778千円

■職員給与費　人事院勧告による給料、手当の引き上げ
■職員の異動等に伴う補正
■共済負担金率の変更に伴う共済費の補正
■議会議員 期末手当の引き上げ

予算決算委員会報告（補正予算）予算決算委員会報告（補正予算）
（11月 29日・12月 16日・22日）

① 当初予算編成後の人事異動及び人事院勧告等による人件費の補正
△35,187 千円

■地域活性化推進事業　　■社会福祉総務事業　　　■ 経済対策臨時福祉給付金給付事業 
■畜産振興対策事業　　　■市有林整備事業　　　　■公民館を拠点とした地域づくり事業 
■橋りょう新設改良事業　■青木斧戸線道路整備事業　■国土調査事業 
■消防団員活動事業　　　■特環下水道整備事業（苗木処理区）【特環下水道事業会計】

② 国の第２次補正予算を含む国県補助金等を活用する事業
1,049,335 千円



議会だより　⑩　なかつがわ

■坂下病院繰出金事業　　　■地域医療対策事業　　　　　■生活安全対策事業
■企業誘致推進事業　　　　■にぎわいプラザ運営事業　　■観光施設管理事業
■公民館総務事業　　　　　■中津川公園管理運営事業　　■鉱物博物館事業
■道路維持補修事業　　　　■消防団員活動事業　　　　　■中学校施設営繕事業
■保育所施設営繕事業　　　■児童発達支援事業　　　　　■総合政策事務事業
■下水道管理事業【下水道事業会計】　　■農業集落排水管理事業【農業集落排水事業会計】
■特環下水道管理事業【特定環境保全公共下水道事業会計】
■損害賠償金【病院事業会計】

④ 緊急対応が必要な事業
877,410 千円

■過年度精算　　　　　　■他会計繰出し金

⑤ その他
13,641 千円

■繰越明許費
●一般会計　　　　　　　　　　　　　　   　　　　894,815千円
　国の第２次補正予算に伴い財源確保したもののうち、事業完了が
平成29年度となる事業
　① 経済対策臨時福祉給付金給付事業　　   　　　228,001千円
　② 社会福祉総務事業　　　　　　　  　　　　　　72,081千円
　③ 畜産振興対策事業　　　　　　　　   　　　　358,028千円
　④ 市有林整備事業                                           132,225千円
　⑤ 公民館を拠点とした地域づくり事業                   80,000千円
　⑥ 国土調査事業                                            24,480千円

■平成 28年度中津川市一般会計補正予算（第８号）に関する附帯決議
(賛成多数可決)

　中津川市は、平成２８年度中津川市一般会計補正予算（第８号）の款４衛
生費、項４病院費の執行にあたっては、坂下病院の経営改善に努めるものと
する。

　　平成28年12月16日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予算決算委員会

※附帯決議とは・・・委員会で議案を可決する際に、事業を執行する上での要望や留意事項について、
　　　　　　　　　　当該委員会の意思を表明するものとして行う議決のこと。

■社会福祉総務事業　　　　■発明工夫展事業　　　　　■観光推進事業
■図書館資料管理事業　　　■ふるさとづくり応援基金管理事業 

③ 寄附金を財源とする事業
17,579 千円
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◆
総
務
企
画
委
員
会
　
　
10
月
24
日

【
所
管
事
務
調
査
】（
政
策
推
進
部
） 

○
地
方
創
生
に
関
す
る
市
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

　
　

地
方
創
生
に
関
す
る
市
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

　

い
て
調
査
し
ま
し
た

　
地
方
創
生（
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
）と
は

　
　
　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
的
確
に
対
応
し
、
将
来
に

わ
た
り
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
た
政
策
で
す
。

　
市
に
お
け
る
展
開

　
　
　

平
成
27
年
10
月
、「
中
津
川
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定
し
、「
し
ご
と
を
つ
く
る
」

「
な
か
つ
が
わ
に
呼
び
込
む
」「
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
の
希
望
を
か
な
え
る
」「
地
域
を
つ
く
る
・
つ
な
ぐ
、

安
心
を
つ
く
る
」
を
柱
に
具
体
的
な
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
委
員
会
の
ま
と
め

　
　
　

各
部
門
で
で
き
る
限
り
数
値
的
評
価
を
行
い
、

特
に
効
果
の
不
十
分
な
事
業
は
各
担
当
部
課
へ

の
指
導
を
し
っ
か
り
行
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　

戦
略
の
見
直
し
も
含
め
て
、早
期
の
対
策
を
行

い
な
が
ら
、最
大
限
の
成
果
を
出
す
こ
と
を
要
望

し
ま
す
。

◆
文
教
民
生
委
員
会
　
　
10
月
28
日

【
所
管
事
務
調
査
】（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
） 

○
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
現
状
　
と
課
題
に
つ
い
て

　
　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
現

　

状
と
課
題
に
つ
い
て
、

　

調
査
し
ま
し
た
。

　
現
状
と
課
題

　
　
　
「
一
市
民
一
ス

ポ
ー
ツ
運
動
」
を
推

進
す
る
た
め
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
よ

り
多
く
の
方
に
利
用

い
た
だ
く
こ
と
も
重

要
で
す
。し
か
し
、利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
施
設
の
充
実
に
取

り
組
む
に
は
多
額
な

費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
委
員
会
の
ま
と
め

　
　
　

使
用
者
の
ニ
ー
ズ
と
施
設
維
持
管
理
費
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
た
施
設
の
統
合
や
使
用
料
の
見
直

し
等
を
進
め
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

◆
産
業
建
設
委
員
会
　
　
10
月
20
日

【
所
管
事
務
調
査
】（
商
工
観
光
部
）

○
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て

　
　

大
型
店
舗
撤
退
な
ど
中
心
市
街
地
の
状
況
に
変

　

化
が
あ
る
な
か
で
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

　

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
現
状
と
課
題

　
　

①
活
性
化
基
本
計
画（
第
１
期
）の
成
果

　
　
　

33
事
業
の
う
ち
完
了
６
事
業
、実
施
中
23
事
業

　
　

②
活
性
化
基
本
計
画
（
第
２
期
）
策
定
に
向
け
て

　

の
課
題

　
　
　

に
ぎ
わ
い
拠
点
施
設
の
整
備
や
、歴
史
・
文
化

　

な
ど
豊
か
な
資
源
を
生
か
し
て
市
街
地
の
活

　

性
化
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

③
活
性
化
の
基
本
計
画
策
定
に
向
け
た
取
組
み

　

都
市
福
利
施
設
の
整
備
、
商
業
活
性
化
、
駐
車

　

場
の
確
保

　
委
員
会
の
ま
と
め

　
　
　

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
（
第
２
期
）
の

早
期
策
定
と
、
計
画
を
実
施
す
る
た
め
の「
ま
ち

づ
く
り
会
社
」を
設
立
し
、「
新
町
ビ
ル
跡
地
活
用

施
設
整
備
」な
ど
の
計
画
を
確
実
に
進
め
て
い
く

よ
う
に
要
望
し
ま
し
た
。

常 

任 

委 

員 

会 

報 

告
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◆
産
業
建
設
委
員
会
　
　
10
月
20
日

　
　
　【
所
管
事
務
調
査
】

　
　
　
　
　（
リ
ニ
ア
都
市
政
策
部
・
基
盤
整
備
部
） 

○
道
路
行
政
に
つ
い
て

　
　
　

リ
ニ
ア
岐
阜
県
駅
周
辺
地
域
の
道
路
行
政
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。

　
概
要

　
　

①
東
濃
東
部
都
市
間
連
絡
道
路（
仮
称
）

　
　
　

地
域
高
規
格
道
路
IC
ア
ク
セ
ス
道
路
補
助
の
新
規

　

事
業
採
択
を
受
け
、段
階
的
に
整
備
す
る
。

　
　

②
市
道
坂
本
58
号
線
ほ
か
・
市
道
坂
本
２
６
４
号
線

　
　
　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、
濃
飛
横

　

断
自
動
車
道
と
一
体
的
に
機
能
す
る
幹
線
道
路
を

　

整
備
す
る
。

　
　

③
濃
飛
横
断
自
動
車
道

　
　
　

平
成
28
年
４
月　

中
津
川
工
区
を
新
規
事
業
と
し

　

て
採
択
を
受
け
、整
備
す
る
。

　
　

④
坂
本
地
区
連
絡
道
路
・
五
ツ
峯
〜
中
畑
線

　
　
　

利
便
性
の
向
上
、
緊
急
車
両
の
通
行
が
容
易
と
な

　

り
、土
地
の
有
効
利
用
が
図
ら
れ
る
。

　
委
員
会
の
ま
と
め

　
　
　

リ
ニ
ア
も
含
め
て
工
事
が
一
斉
に
始
ま
る
と

混
乱
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。市
に
は
工
程
を
事

前
に
整
理
し
地
元
住
民
へ
の
十
分
な
説
明
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

◆
病
院
・
医
療
等
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
11
月
24
日
・
12
月
15
・
21
日

　
○
11
月
24
日

　

・
第
７
回
中
津
川
市
公
立
病
院
機
能
検
討
委
員
会

の
報
告　
　
　
　
　
　

　
　

＊
両
病
院
の
最
近
の
経
営
状
況

　
　

＊
９
月
実
施
の
地
域
説
明
会
で
の
意
見

　
　

＊
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
構
成（
案
）な
ど

　

・
第
１
回
、第
２
回
中
津
川
市
公
立
病
院
地
域
協
議

会
報
告

　
　

＊
中
津
川
市
の
必
要
病
床
数
算
出
方
法

　
　

＊
中
津
川
市
民
病
院
と
国
保
坂
下
病
院
の
医
師

　
　
　

人
事
交
流
の
可
能
性
な
ど

　
委
員
会
の
ま
と
め

　
　
　

中
津
川
市
の
公
立
病
院
が
存
続
可
能
と
な
る
よ

う
な
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
○
12
月
15
日

　
　

・
第
３
回
中
津
川
市
公
立
病
院
地
域
協
議
会
報
告

　
　

＊
国
保
坂
下
病
院
と
同
規
模
黒
字
病
院
の
比
較

　
　

＊
地
域
協
議
会
か
ら
市
長
に
提
出
さ
れ
た

　
　
　
「
医
療
提
供
体
制
等
に
関
す
る
提
言
書
」

　
　
　

当
日
は
多
く
の
傍
聴
者
が
見
守
る
中
、
青
山
市

長
が
出
席
し
、
各
委
員
や
会
派
の
意
向
を
聴
取
し

た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
全
委
員
が
意
見
を
述

べ
ま
し
た
。

　
委
員
会
の
ま
と
め

　
　
　

各
委
員
・
各
会
派
の
意
見
は
様
々
で
あ
り
、
特

別
委
員
会
と
し
て
も
意
見
の
集
約
は
出
来
な
い
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
深
慮
し
て
ほ
し
い
と
市
長
に

伝
え
ま
し
た
。

　
○
12
月
21
日

　

・
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に
関
す
る
市
長
方
針
に

つ
い
て

　
　
　

当
日
は
青
山
市
長
か
ら
市
公
立
病
院
市
民
病
院

に
関
す
る
５
つ
の
方
針
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

①
医
師
の
招
へ
い
に
注
力
、
両
病
院
の
役
割
分
担
・

連
携
を
強
化　

②
坂
下
病
院
の
外
来
機
能
は
医
師

確
保
が
可
能
な
診
療
科
は
残
す
。　

③
坂
下
病
院
に

療
養
病
棟
を
残
し
、
急
性
期
、
回
復
期
病
床
は
市
民

病
院
に
集
約
、他
２
点
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

こ
の
方
針
は
平
成
30
年
度
の
姿
で
、
今
後
の
環

境
変
化
等
で
必
要
な
見
直
し
は
行
っ
て
い
く
と
の

事
で
し
た
。

　
委
員
会
の
ま
と
め

　
　
　

今
後
の
両
病
院
の
状
況
に
つ
い
て
引
き
続
き
監

視
し
て
い
き
ま
す
。

常 
任 

委 

員 

会 

報 

告

特 

別 

委 

員 

会 

報 

告
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　一般質問ここが知りたい ! !　

問答
平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

吉
村 

久
資

　

平
成
27
年
度
の
決
算
状
況
を
見
ま
す
と
、財
政
力
指

数
、実
質
公
債
費
比
率
と
も
良
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
経
常
収
支
比
率
は
、
年
々
少
し
ず
つ
悪
く
な
り
財

政
の
弾
力
性
が
小
さ
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。平
成
28

年
度
は
、
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
す
状
況
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
型
事
業
も

多
く
あ
り
ま
す
。平
成
29
年
度
当
初
予
算
の
編
成
方
針

と
主
要
事
業
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

前
期
事
業
実
施
計
画
３
年
目
の
折
り
返
し
の
年
と

し
て
、人
口
減
少
に
伴
う
大
き
な
課
題
の
解
決
等
こ
れ

ま
で
の
事
業
の
効
果
の
検
証
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
、

さ
ら
に
中
津
川
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ

う
、目
指
す
理
想
の
姿
の
実
現
に
向
け
て
加
速
を
し
て

い
く
と
い
う
と
こ
ろ
を
予
算
編
成
の
主
な
も
の
と
し

て
指
示
し
ま
し
た
。　　
　
　

（
市
長
）

　

重
点
的
に
取
り
組
む
事
業
と
し
て
は
、健
康
づ
く
り
、

子
育
て
支
援
、企
業
誘
致
、新
衛
生
セ
ン
タ
ー
建
設
、中

心
市
街
地
活
性
化
推
進
、青
木
斧
戸
線
な
ど
の
道
路
整

備
、リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
関
連
な
ど
の
事
業
を
考
え
て

い
ま
す
。

（
政
策
推
進
部
長
）　　
　
　
　
　
　
　

問答
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
現
状
に
つ
い
て

田
口 

文
数

　

高
齢
者
に
よ
る
事
故
が
増
加
し
て
お
り
、平
成
18
年

は
18
．２
％
だ
っ
た
の
が
、
平
成
27
年
に
は
27
％
に
上

昇
し
て
い
ま
す
。来
年
３
月
に
施
行
さ
れ
る
改
正
道
路

交
通
法
に
よ
り
、認
知
症
の
恐
れ
と
判
定
さ
れ
た
75
歳

以
上
に
医
師
の
診
断
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

①
75
歳
以
上
の
免
許
証
の
保
持
者
は
何
人
で
す
か
。

②
近
年
の
免
許
証
返
納
の
方
は
何
人
で
す
か
。

③
高
齢
者
の
免
許
証
返
納
者
が
増
え
る
と
、買
い
物
弱

者
が
増
加
し
ま
す
。移
動
ス
ー
パ
ー
や
宅
配
サ
ー
ビ
ス

を
推
進
し
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。

①
３
，４
５
９
人
で
す
。

②
平
成
21
年
か
ら
平
成
27
年
の
７
年
間
で
３
４
５
人

が
自
主
返
納
し
、平
成
28
年
11
月
末
ま
で
で
82
人
が
自

主
返
納
し
て
い
ま
す
。

（
生
活
環
境
部
長
）

③
現
時
点
で
は
、資
金
補
助
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、交
通
体
系
の
見
直
し
な
ど
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

（
商
工
観
光
部
長
）

一般質問　ここが知りたい！

　一般質問は、議員が市政全般について、その事務の
執行状況や将来の方針等の報告・説明を求め、または
質問することです。今回は11人の議員が行いまし
た。その中から主な質問と答弁の要旨を紹介します。
　質問等の詳細につきましては、市議会ホームページ
の「映像配信」または「会議録」をご覧ください。

質
問
席



議会だより　⑭　なかつがわ

　一般質問ここが知りたい ! !　
問答

問答

問答

シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
選
定
に

つ
い
て

鈴
木 

雅
彦

　

視
察
し
た
流
山
市
は
首
都
圏
へ
の
通
勤
者
の
多
い

住
宅
都
市
で
あ
り
、税
収
の
多
く
を
個
人
住
民
税
が
占

め
る
こ
と
か
ら
、持
続
可
能
な
発
展
を
続
け
る
た
め
に

は
、
家
族
の
定
住
に
よ
る
世
代
循
環
が
必
要
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
共
働
き
で
子
育
て
し
て
い
る
夫
婦
世

代
に
住
民
誘
致
の
目
標
対
象
を
置
い
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、ど
の
よ
う
な
目
標
対
象
を
選
定
さ
れ
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
　

　

人
口
構
造
の
改
善
に
有
効
な
少
子
化
対
策
、労
働
力

対
策
を
講
じ
る
上
で
主
に
対
象
と
な
る
の
は
、
若
者
・

子
育
て
世
代〔
15
〜
64
歳
の
人
口（
生
産
年
齢
人
口
）割

合
が
少
な
い
〕で
す
。

（
定
住
推
進
部
長
）

リ
ニ
ア
を
迎
え
る
た
め
の
街
づ
く
り
に
向
け
て
、

総
合
的
な
取
組
み
に
つ
い
て

佐
藤 

光
司

　

坂
本
地
区
在
住
者
か
ら
リ
ニ
ア
新
駅
を
め
ぐ
る
問

題
、
リ
ニ
ア
関
連
工
事
問
題
、
土
地
区
画
整
理
事
業
問

題
な
ど
多
数
問
題
提
起
を
受
け
ま
し
た
。

　

企
業
誘
致
推
進
室
か
ら
中
津
川
西
部
テ
ク
ノ
パ
ー

ク
整
備
計
画（
案
）が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。地
元
説
明
会

の
経
過
を
見
せ
て
い
た
だ
く
と
住
民
の
皆
さ
ん
の
声

が
聞
き
取
れ
ま
す
。街
づ
く
り
や
開
発
に
伴
う
問
題
点

も
多
数
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。坂
本
地

区
全
体
の
ま
と
め
が
必
要
と
思
い
ま
す
。見
解
を
伺
い

ま
す
。

　

坂
本
地
域
の
事
業
は
そ
れ
ぞ
れ
担
当
部
署
で
進
め

て
い
ま
す
が
、リ
ニ
ア
を
迎
え
る
た
め
の
街
づ
く
り
と

し
て
は
、全
庁
的
に
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
定
住
推
進
部
長
）

当
市
の
病
院
・
医
療
体
制
の
堅
持
に
つ
い
て

森
　
益
基

①
医
師
確
保
の
為
に
今
後
必
要
と
思
わ
れ
る
手
立
て

を
伺
い
ま
す
。

②
運
営
資
金
の
不
足
分
に
つ
い
て
今
後
の
予
測
を
伺

い
ま
す
。

③
市
全
体
の
病
院
・
医
療
体
制
を
将
来
展
望
し
た
上

で
の
民
営
化
構
想
は
あ
り
ま
す
か
。

①
医
師
の
招
へ
い
に
つ
い
て
、両
病
院
長
共
通
の
取
組

み
12
項
目
を
行
っ
て
お
り
、今
後
も
こ
の
取
組
み
を
引

き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。併
せ
て
、
新
た
な
取
組
み

と
し
て
、民
営
化
に
よ
る
医
師
の
招
へ
い
な
ど
も
調
査

し
て
い
き
ま
す
。

②
平
成
28
年
度
末
で
約
５
億
円
、平
成
29
年
度
以
降
も

５
億
円
以
上
の
資
金
不
足
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

③
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
病
院
運
営
を
行
っ
て
い
く

た
め
に
、
常
に
公
立
病
院
の
経
営
形
態
の
見
直
し
は
、

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。（

病
院
事
業
部
長
）



議会だより　⑮　なかつがわ

　一般質問ここが知りたい ! !　
問答

優
先
的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
環
境
施
設

の
整
備
に
つ
い
て

水
野 

賢
一

①
市
長
は
７
月
28
日
、苗
木
交
流
セ
ン
タ
ー
で
の
区
長

会
と
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
の
会
議
で
、苗
木
地
区
を

新
斎
場
の
候
補
地
と
し
た
い
旨
を
発
言
さ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
苗
木
地
区
が
相
応
し
い
と
お
考
え
で
す
か
。

②
新
斎
場
の
イ
メ
ー
ジ
や
周
辺
の
環
境
整
備
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

③
建
設
予
定
地
が
ど
こ
に
な
ろ
う
と
、地
元
要
望
が
出

さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
ま
す

か
。

①
苗
木
地
区
は
、ふ
と
こ
ろ
の
深
い
す
ば
ら
し
い
環
境

を
持
つ
市
の
重
心
地
域
で
あ
り
、
交
通
の
便
を
含
め
、

候
補
地
と
し
て
相
応
し
い
地
区
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

②
自
然
公
園
の
中
に
施
設
が
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
整
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
候
補
地
と
な
っ
た
地
元
の
皆
様
に
は
関
係
委
員
会

等
の
設
置
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、丁
寧

な
説
明
と
対
応
を
心
が
け
て
い
き
ま
す
。

　
（
市
長
）　　
　
　

問答
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
山
口
工
区
に
つ
い
て

粥
川 

茂
和

リ
ニ
ア
は
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
な
が
ら
、
工

費
は
民
間
負
担
と
前
例
ま
れ
な
形
式
で
す
。

　

ま
た
行
政
と
の
関
わ
り
方
も
従
来
と
異
な
り
、関
係

地
域
で
は
戸
惑
い
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

特
に
地
域
役
員
さ
ん
は
、
JR
と
地
元
住
民
の
間
に

あ
っ
て
要
望
活
動
に
ご
苦
労
が
多
い
よ
う
で
す
が
、市

は
ど
の
様
な
立
ち
位
置
で
対
応
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

　

市
は
窓
口
と
な
る
部
署
の
み
で
な
く
、内
容
に
関
係

す
る
各
部
署
が
一
体
と
な
っ
て
課
題
の
認
識
を
深
め
、

そ
の
中
で
市
が
す
べ
き
役
割
を
果
た
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
JR
東
海
に
対
し
、要
望
の
実
現
が「
な
ぜ
」難
し

い
の
か
を
し
っ
か
り
と
説
明
し
て
頂
か
な
い
と
、こ
の

先
前
に
進
む
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
を
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。

（
リ
ニ
ア
都
市
政
策
部
長
）

問答
坂
下
病
院
の
診
療
所
化
に
つ
い
て

木
下 

律
子

①
坂
下
病
院
を
支
え
る
会
で
集
約
し
て
い
る
記
述
式

ア
ン
ケ
ー
ト
に
応
え
た
人
が
１
１
０
０
人
を
超
え
、市

長
や
議
員
に
届
い
て
い
ま
す
。内
容
の
多
く
が
「
診
療

所
化
を
や
め
て
」で
す
が
、
こ
の
声
に
ど
う
応
え
ま
す

か
。

②
坂
下
病
院
の
診
療
所
化
の
提
案
を
め
ぐ
っ
て
、市
民

は
不
安
と
混
乱
で
揺
れ
て
い
ま
す
。市
長
の
責
任
を
伺

い
ま
す
。

①
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
ご
意
見
が
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。人
口
減
少
、
高
齢
化
に
伴
い
、

医
療
を
取
り
巻
く
情
勢
が
変
化
し
、地
域
に
お
い
て
は

不
安
を
抱
か
れ
て
い
ま
す
。公
立
病
院
機
能
検
討
委
員

会
か
ら
提
言
は
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、今
そ
れ
ぞ
れ

の
ご
意
見
の
中
で
、ま
だ
検
討
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

②
市
長
と
し
て
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
将
来
、
市
の
医

療
体
制
が
充
実
し
た
中
で
維
持
で
き
る
こ
と
、こ
れ
を

最
優
先
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

（
市
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　



議会だより　⑯　なかつがわ

　一般質問ここが知りたい ! !　
問答

問答

問答

小
規
模
・
零
細
事
業
所
の
創
業
に
対
す
る
支
援

の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

島
﨑 

保
人

①
創
業
し
た
事
業
所
や
創
業
し
て
間
も
な
い
事
業
所

ま
た
は
、新
た
な
技
術
、新
商
品
を
開
発
し
た
事
業
所
な

ど
が
、
自
ら
の
PR
や
経
営
改
善
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
な
事
業
所
展
示
会
な
ど
の
開
催
は
、
異
業
種
間
の
交

流
、業
績
の
向
上
、更
に
は
地
域
経
済
の
発
展
に
繋
が
る

と
思
い
ま
す
が
、お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

②
今
後
、
小
規
模
・
零
細
事
業
所
の
創
業
に
対
し
、
予

定
し
て
い
る
支
援
、取
組
み
が
あ
り
ま
す
か
。

①
異
業
種
間
の
交
流
は
新
た
な
販
路
拡
大
に
つ
な
が

り
、地
域
経
済
の
発
展
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。引
き
続
き
、
販
路
拡
大
補
助
金
に
加
え
異
業
種
交

流
展
示
会
で
の
中
津
川
ブ
ー
ス
の
設
置
な
ど
、異
業
種

間
交
流
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

②
事
業
主
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
厳
し
い
環

境
下
に
あ
り
、
中
津
川
商
工
会
議
所
、
中
津
川
北
商
工

会
と
協
力
し
な
が
ら
、中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

条
例
の
制
定
に
向
け
、準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
商
工
観
光
部
長
）

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
に
つ
い
て

三
浦 

八
郎

　

市
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
に
よ
る
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
は
平
成
18
年
に
着
手
し
、平
成

22
年
３
月
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。当
時
は
高
速
通

信
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
情
報
通
信
格
差
を

解
消
し
た
と
あ
り
ま
す
。し
か
し
、
完
成
か
ら
６
年
が

経
ち
、平
成
27
年
度
決
算
に
よ
る
と
一
般
財
源
と
地
方

債
か
ら
多
く
の
繰
入
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

②
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
現
状
は
、
市
民
が
快
適
な
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
に
情

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
備
の
貸
付
け
を
行
い
、Ｎ
Ｔ

Ｔ
西
日
本
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。

②
今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、来
年
度
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
と
の
貸
付
契
約
の
更
新
時
に
、貸
付
け
単
価
の
交

渉
を
行
い
ま
す
。ま
た
、
新
規
申
込
者
の
負
担
金
の
徴

収
に
つ
い
て
も
、検
討
し
ま
す
。　　
　

  

（
総
務
部
長
）

動
物
愛
護
に
つ
い
て

吉
村 

浩
平

①
市
内
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
猫
の
里
親
探
し
を
行
っ

て
い
る
団
体
は
あ
り
ま
す
か
。

②
県
内
外
に
も
、
不
妊
・
去
勢
手
術
に
対
す
る
補
助
を

行
っ
て
い
る
市
も
あ
り
、
そ
の
数
字
を
見
ま
す
と
成
果

は
出
て
お
り
、
野
良
猫
の
数
の
減
少
と
市
民
の
苦
情
・

ト
ラ
ブ
ル
の
減
少
が
み
ら
れ
ま
す
。当
市
で
も
補
助
金

と
い
う
方
法
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
で
行
っ
て
い
る
団
体
が
あ
る
こ
と
は

把
握
し
て
い
ま
す
。

②
飼
い
猫
に
対
す
る
現
状
把
握
が
で
き
な
い
た
め
、今

の
と
こ
ろ
、去
勢
・
避
妊
手
術
の
補
助
金
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

　

今
後
、
恵
那
保
健
所
が
中
心
と
な
り
、
管
内
獣
医
師
、

中
津
川
市
、恵
那
市
が
連
携
し
引
取
り
や
去
勢
・
避
妊

手
術
に
関
す
る
対
策
を
行
う
た
め
の
「
連
携
会
議
」
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、恵
那
保
健
所
で
調
整

中
で
す
。

（
生
活
環
境
部
長
）



議会だより　⑰　なかつがわ

◆
福
岡
県
筑
後
市

　「
定
住
促
進
制
度
」に
つ
い
て
　
10
月
18
日

　【
概
要
】

　　
　

同
市
は
２
０
１
５
年
度
、
田
舎
暮
ら
し
の
本
が

実
施
し
た
「
移
住
者
受
け
入
れ
人
数
ベ
ス
ト

1
0
0
」の
第
３
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
お
り
、人

口
増
加
の
た
め
積
極
的
な
施
策
の
展
開
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　

移
住
定
住
促
進
施
策
の
基
本
的
な
方
向
性
や
方

策
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
市
長
を
ト
ッ
プ
と
す

る「
庁
内
定
住
促
進
推
進
委
員
会
」、
有
識
者
で
構

成
す
る「
定
住
促
進
行
動
計
画
推
進
会
議
」で
討
議

を
重
ね
、平
成
25
年
３
月
に「
筑
後
市
定
住
推
進
促

進
行
動
計
画
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　
　
　

ま
た
地
元
プ
ロ
野
球
団
と
地
域
包
括
連
携
協
定

を
結
び
、市
の
活
性
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　【
委
員
会
の
ま
と
め
】

　
　
　

行
政
の
枠
を
超
え
た
部
分
で
、「
定
住
促
進
行

動
計
画
推
進
会
議
」で
の
議
論
が
生
か
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
転
入
の
促
進

及
び
転
出
の
抑
制
の
目
標
が
明
確
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

◆
山
口
県
周
南
市

　「
市
民
活
動
促
進
事
業
」に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
19
日

　【
概
要
】

　
　
　

周
南
市
の
地
域
づ
く
り
推
進
計
画
は
、周
南
の
価

値
を
高
め
る「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
る
た

め
、
同
計
画
の
基
本
施
策
で
あ
る
①
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
、②
市
民
活
動
の
促
進
を
推
進

す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

同
計
画
は
「
今
後
５
年
間
の
地
域
づ
く
り
の
目

標
」、「
具
体
的
な
施
策
」を
定
め
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
と
し
て
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

ま
た
「
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
は
、市
民
と
行
政
、市
民
と
市
民
が
対
話
に
よ
り

連
携
し
、
地
域
の
価
値
を
創
り
だ
し
て
い
く
こ
と

で
あ
る
と
の
説
明
で
し
た
。

　
【
委
員
会
の
ま
と
め
】

　
　
　

地
域
の
人
々
が
、ま
ち
づ
く
り
に
於
け
る
課
題
を

探
す
流
れ
が
出
来
て
い
て
、
共
創
の
意
識
が
進
ん

で
い
る
と
の
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　

ま
た
同
市
の
特
徴
は
、ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
い
る
こ
と
で
す
。

◆
岡
山
県
玉
野
市
　
　
　
　
　
　

　「
移
住
定
住
施
策
」に
つ
い
て
　
10
月
20
日

　【
概
要
】

　
　
　

玉
野
市
に
お
け
る
人
口
増
加
の
取
り
組
み
の
特

徴
は
、「
Ｉ
Ｊ
Ｕ（
い
じ
ゅ
う
）コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」の

設
置
で
す
。

　
　
　

こ
れ
は
行
政
に
代
っ
て
移
住
を
支
援
す
る
組
織

で
、
県
外
か
ら
の
移
住
の
女
性
が
リ
ー
ダ
ー
が
自

身
で
、
困
っ
た
こ
と
や
地
域
の
人
に
親
切
に
さ
れ

て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
自
身
が
経
験
し
た
こ
と

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

活
動
は
①
空
き
家
情
報
の
収
集
・
提
供
②
生
活

習
慣
、
地
域
資
源
等
の
情
報
提
供
③
各
種
問
い
合

わ
せ
対
応
④
移
住
後
の
相
談
対
応
⑤
移
住
体
験
ツ

ア
ー
の
開
催
⑥
移
住
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
⑦
市
の
移

住
支
援
補
助
金
等
の
情
報
提
供
そ
の
他
の
移
住
支

援
と
、き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
【
委
員
会
の
ま
と
め
】

　
　
　
「
Ｉ
Ｊ
Ｕ（
い
じ
ゅ
う
）
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
と
は

I
・
J
・
U
タ
ー
ン
の
案
内
人
で
、
結
婚
促
進
活

動
な
ど
行
政
で
は
出
来
な
い
取
組
が
行
わ
れ
て
お

り
、中
津
川
市
で
も
導
入
の
検
討
が
必
要
で
す
。

総
務
企
画
委
員
会
先
進
都
市
行
政
視
察
報
告



議会だより　⑱　なかつがわ

◆
兵
庫
県
淡
路
市

　「
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
効
果
的
な
介
護
予

　
　
防
の
取
組
み
」に
つ
い
て
　
10
月
15
日

　【
概
要
】

　　
　

淡
路
市
で
は
高
齢
化
率
の
上
昇
と
要
介
護
認
定

者
数
の
増
加
に
対
応
し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
関

連
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
か

ら
は
住
民
主
体
の
い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　

目
的
は
虚
弱
高
齢
者
や
後
期
高
齢
者
の
参
加
を

進
め
、
筋
力
の
向
上
に
よ
り
要
介
護
を
防
ぐ
と
と

も
に
、
高
齢
者
を
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　
　
　

こ
の
体
操
は
高
知
市
が
考
案
し
た
も
の
で
、
全

国
各
地
に
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。体
操
は
重

り
を
使
っ
た
筋
力
運
動
で
、
６
段
階
に
調
節
可
能

な
重
り
を
手
首
や
足
首
に
巻
き
つ
け
、
イ
ス
に

座
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
手
足
を
動
か
し
ま
す
。

　【
委
員
会
の
ま
と
め
】

　
　
　

淡
路
市
か
ら
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
借
用
し
て
き
ま
し
た
。

関
係
部
署
に
見
て
い
た
だ
き
、
出
来
る
地
域
か

ら
、
同
様
の
試
み
を
は
じ
め
る
よ
う
提
言
し
ま

す
。

◆
大
阪
府
岸
和
田
市

　「
学
童
保
育(

チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム)

」に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
26
日

　【
概
要
】

　
　
　

岸
和
田
市
で
は
昭
和
41
年
、大
阪
府
立
勤
労
婦
人

ホ
ー
ム
の
施
設
内
で
学
童
保
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　

や
が
て
昭
和
55
年
に
は
小
学
校
の
空
き
教
室
を

利
用
し
た
週
５
日
制
の
チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
が
始
ま

り
、
現
在
で
は
公
設
公
営
で
36
ホ
ー
ム
が
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　
　

な
お
ホ
ー
ム
が
開
設
出
来
な
い
１
校
に
は
、タ
ク

シ
ー
送
迎
で
対
応
し
て
お
り
、
利
用
者
負
担
金
は

月
額
７
千
円（
第
２
子
以
降
は
３
千
５
百
円
）、別
途

に
お
や
つ
代
や
教
材
費
同
２
千
円
、
18
時
以
降
の

延
長
保
育
料
同
１
千
５
百
円
、
傷
害
保
険
料
年
間

８
０
０
円
と
し
て
い
ま
す
。

　
【
委
員
会
の
ま
と
め
】

　
　
　

中
津
川
市
で
直
ち
に
公
設
公
営
で
の
運
営
は
難

し
い
と
考
え
ま
す
が
、
国
の
定
め
て
い
る
基
準
ど

お
り
の
予
算
化
の
実
現
に
向
け
提
案
し
ま
す
。

◆
兵
庫
県
伊
丹
市
　
　
　
　
　

　「
こ
と
ば
と
読
書
を
大
切
に
す
る
教
育
」に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
27
日

　【
概
要
】

　
　
　

伊
丹
市
で
は
国
か
ら
「
構
造
改
革
特
区
」
の
指
定

を
受
け
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
小
学
校
で
は「
こ
と

ば
科
」、中
学
校
で
は「
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
科
」を
始
め
ま
し
た
。

　
　
　

そ
の
後
、文
部
科
学
省
の
関
係
規
則
の
改
正
に
よ

り
、こ
れ
ま
で
の
特
区
は
廃
止
さ
れ
、新
た
に「
教
育

課
程
特
例
校
」と
し
て
、
17
小
学
校
全
校
で
３
年
生

か
ら
６
年
生
を
対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

そ
の
他
、
学
校
司
書
の
全
校
配
置
、
土
曜
日
を
利

用
し
た
中
学
校
英
検
特
別
講
座
、図
書
館
と
連
携
し

た「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル※

」等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
【
委
員
会
の
ま
と
め
】

　
　
　

寄
付
を
除
き
、各
小
中
学
校
図
書
の
充
足
率
１
０

０
％
の
達
成
、
学
校
司
書
の
配
置
の
更
な
る
充
実
、

中
央
図
書
館
と
連
携
し
た
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル※

」、

地
域
力
を
活
用
し
た
中
学
校
英
検
合
格
講
座
の
開

講
等
の
提
言
を
検
討
し
ま
す
。

　
　

※

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル…

参
加
者
同
士
で
本
を
紹
介
し
合
い
、

　

も
っ
と
も
読
み
た
い
と
思
う
本
を
投
票
で
決
め
る
催
し
。

文
教
民
生
委
員
会
先
進
都
市
行
政
視
察
報
告



議会だより　⑲　なかつがわ

◆
千
葉
県
佐
倉
市

　「
下
水
道
事
業
」に
つ
い
て
　
10
月
12
日

　【
概
要
】

　　
　

佐
倉
市
の
下
水
道
事
業
は
開
始
か
ら
50
年
が
経

過
し
、
維
持
管
理
し
て
行
く
時
期
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　
　

そ
こ
で
下
水
道
管
の
長
寿
命
化
を
図
り
な
が

ら
、
老
朽
管
の
更
新
を
計
画
的
・
効
率
的
に
進
め

る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
　

将
来
に
渡
り
事
業
を
持
続
的
に
推
進
す
る
た

め
、
同
事
業
会
計
に
地
方
公
営
企
業
法
を
適
用
し

た
企
業
会
計
に
移
行
し
、
費
用
負
担
を
明
確
に
す

る
こ
と
で
、
減
価
償
却
費
を
含
め
た
真
の
コ
ス
ト

意
識
が
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、市
民
に
分

か
り
や
す
い
会
計
報
告
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　【
委
員
会
の
ま
と
め
】

　
　
　

中
津
川
市
に
お
い
て
も
下
水
道
事
業
の
経
営

健
全
化
に
向
け
て
の
施
策
は
重
要
な
課
題
で
す
。

　
　
　

そ
の
た
め
に
は
佐
倉
市
を
参
考
に
、下
水
道
事

業
会
計
を
企
業
会
計
へ
移
行
し
、経
費
の
明
確
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、市
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
を

深
め
て
頂
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
茨
城
県
守
谷
市

　「
下
水
道
事
業
」に
つ
い
て
　
10
月
13
日

　【
概
要
】

　
　
　

守
谷
市
の
下
水
道
事
業
は
、浄
化
セ
ン
タ
ー
の
維

持
管
理
業
務
の
経
費
を
節
減
す
る
た
め
、
平
成
12

年
か
ら
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
活
用
し
た
包
括
管
理
業

務
委
託
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

同
委
託
に
よ
る
効
果
は
、①
職
員
人
件
費
の
削
減 

②
薬
品
、
消
耗
品
等
の
調
達
の
効
率
化
に
よ
る
維

持
管
理
費
の
削
減
、 

③
機
器
運
転
方
法
の
改
善
に

よ
る
電
気
料
金
の
削
減
等
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　

こ
の
こ
と
に
よ
る
同
市
の
具
体
的
な
効
果
は
、①

コ
ス
ト
の
７
％
削
減
の
達
成
、②
一
般
会
計
か
ら

の
操
出
金
額
が
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
【
委
員
会
の
ま
と
め
】

　
　
　

中
津
川
市
で
は
、一
般
会
計
か
ら
下
水
道
事
業
会

計
に
多
く
の
操
出
し
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

今
後
は
包
括
管
理
業
務
委
託
の
メ
リ
ッ
ト
、デ
メ

リ
ッ
ト
を
考
え
な
が
ら
採
用
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

◆
埼
玉
県
秩
父
市

　「
森
林
・
林
業
振
興
の
取
り
組
み
」に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
14
日

　【
概
要
】

　
　
　

秩
父
市
で
は
林
業
振
興
施
策
と
し
て
、山
を
蘇
ら

せ
る
仕
組
み
づ
く
り
の
構
築
の
実
現
を
目
指
し
、

①
奥
山
の
森
エ
リ
ア
②
人
里
の
森
エ
リ
ア
③
中
間

エ
リ
ア
に
分
け
、「
未
来
へ
つ
な
ぐ
森
林
資
源
」「
顔

の
見
え
る
家
作
り
」「
知
的
好
奇
心
を
満
た
す
体
験

型
森
林
・
林
業
の
推
進
」「
施
業
の
集
約
化
で
コ
ス

ト
削
減
」「 

里
山
を
活
用
し
た
収
入
間
伐
の
普
及
」

「
カ
エ
デ
等
有
用
広
葉
樹
の
育
成
と
利
活
用
」「
獣
害

対
策(

シ
カ
柵
の
設
置
等)

」「
企
業
や
団
体
に
よ
る

森
づ
く
り
の
支
援
」
の
８
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
【
委
員
会
の
ま
と
め
】

　
　
　

中
津
川
市
の
林
業
振
興
は
、
秩
父
市
の
よ
う
に

種
々
の
施
策
を
複
合
的
に
組
み
合
せ
、
各
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
た
施
策
と
し
て
組
み
立
て
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
　
　

そ
の
た
め
、各
地
域
の
状
況
を
調
査
し
長
期
的
な

計
画
を
立
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

産
業
建
設
委
員
会
先
進
都
市
行
政
視
察
報
告



編
集
後
記

▼
今
定
例
会
は
本
庁
舎
が
耐
震
工
事
中

の
た
め
、
健
康
福
祉
会
館
４
階
を
仮

設
議
場
と
し
、
議
席
の
近
く
に
設
け

ら
れ
た
傍
聴
席
は
満
席
の
日
も
あ
り

ま
し
た
。

▼
予
算
決
算
委
員
会
で
は
、
委
員
間
の

自
由
討
議
の
発
議
に
よ
り
活
発
な
議

論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
自
由
討
議
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
解

り
易
い
議
会
と
な
る
よ
う
導
入
さ
れ

た
制
度
で
す
。

　

今
後
も
オ
ー
プ
ン
で
解
り
易
く
、
市

民
参
加
型
の
議
会
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。ご
意
見
ご
要
望
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

本
会
議　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
回
）

総
務
企
画
委
員
会　
　
　
　
　
（
３
回
）

文
教
民
生
委
員
会　
　
　
　
　
（
２
回
）

産
業
建
設
委
員
会　
　
　
　
　
（
２
回
）

予
算
決
算
委
員
会　
　
　
　
　
（
３
回
）

議
会
運
営
委
員
会　
　
　
　
　
（
４
回
）

議
会
改
革
特
別
委
員
会（
協
議
会
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
回
）

病
院
・
医
療
等
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
（
協
議
会
含
む
）（
７
回
）

議
員
連
絡
協
議
会　
　
　
　
　
（
１
回
）

議
会
開
催
状
況 

10
月
７
日
〜
12
月
22
日

２
月
27
日
（月）　
10
時 

本
会
議（
初
日
）

３
月
８
日
（水）　
10
時 

一
般
質
問

３
月
９
日
（木）　
10
時 

一
般
質
問

３
月
13
日
（月）　
10
時 

文
教
民
生
委
員
会

３
月
14
日
（火）　
10
時 

産
業
建
設
委
員
会

３
月
15
日
（水）　
10
時 

総
務
企
画
委
員
会

３
月
16
日
（木）　
10
時 

予
算
決
算
委
員
会

３
月
17
日
（金）　
10
時 

予
算
決
算
委
員
会

３
月
21
日
（火）　
10
時 

予
算
決
算
委
員
会

３
月
22
日
（水）　
10
時 
予
算
決
算
委
員
会

３
月
28
日
（火）　
10
時 
本
会
議(

最
終
日)

平
成
29
年
３
月
定
例
会
の
日
程

庁舎耐震工事のため、12月議会は健康福祉会館を
仮設議場としました。　　　　　　　　　（12月）

議
会
活
動
報
告

県境近隣市町村議
会議長会で主要地
方道中津川・田立
線の整備促進など
県境における交通
体系整備の要望活
動を行いました。
　　　　　（12月）

東濃森林管理署のご案内で市内の国有林に整備され
たヒノキ備林を視察研修しました。（11月）

仮設議場での 12月定例会
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